
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

川口市立八幡木中学校 

道徳の取り組み

令和８年度 八幡木中学校研究主題 

「相手を思いやり、学ぶ姿勢を持つ生徒の育成」 

～学び合い、高め合う活動を通した学力・徳力の向上～ 

道徳部会研究主題 

「対話と他者理解を通し、よりよく生きる力を 

はぐくむ道徳教育の推進」 

本校では、令和８年度学校研究主題を踏まえ、道徳における研究主題を設定し、次の視点をもって

道徳に関する取り組みを行っています。 

○学級における 

指導計画の活用 
 
 
 

 学校指導計画だけでは

なく、学級ごとに、学級目

標・担任や生徒の願いを

もとにした道徳教育計画

を作成し学級経営に活か

しています。 

○道徳性を促す指導の充実 
 

 

 

 

 

 

 

  令和６・７年度に実施した道徳研究委

嘱で取り組みの主軸となった二分法を用

いた道徳の授業に今年度も継続して取り

組んでいます。資料の内容や発言を大き

く二つに分けて発問をしていく二分法には

生徒同士の対話活動を充実させ、多様な

考えに触れさせることで道徳的価値につ

いて深く考えさせるねらいがあります。また

二分法の流れを元に生徒の反応を予想

する「発問シート」（図左）を活用しながら

教材研究を行い、授業で活用しています。 

○人権尊重を基盤とした 

指導法の工夫・改善 
授業において、互いの意見を否

定しないルールを設けています。 

○生徒同士が認め合い、 

高め合える環境づくり 
 話し合いの仕方のルールを設け、

対話が充実するよう促しています。 

○非認知能力の向上 
 「あいのそなたさ」を意識的に用いる

よう声かけ、掲示をしています。 

オリエンテーションを通して、この内容について校内で共有しています。 

 

 

○心に響く資料の

収集と活用 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 生徒がわかりやすく身

近な資料も含め資料整

備しています。 

その他の取り組みとして、各学年

でローテーション道徳を実施して

います。担任だけでなく、全教員で

道徳の授業に取り組むことで、授

業力の向上を図ります。 


